
平
成
二
十
八
年
五
月
九
日
提
出

質

問

第

二

六

八

号

「
子
ど
も
の
死
因
究
明
制
度
」
の
構
築
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

阿

部

知

子
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「
子
ど
も
の
死
因
究
明
制
度
」
の
構
築
に
関
す
る
質
問
主
意
書

虐
待
に
よ
る
子
ど
も
の
死
亡
事
例
は
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
直
近
の
二
千
十
三
年
度
検
証
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
心
中
を
除
き

年
間
三
十
六
人
で
あ
る
。
死
亡
し
た
子
ど
も
の
年
齢
は
、
零
歳
が
十
六
人
（
四
十
四
・
四
％
）
と
最
も
多
く
、
零
歳
か
ら
二
歳

ま
で
を
合
わ
せ
る
と
二
十
四
人
（
六
十
六
・
七
％
）
と
大
部
分
を
占
め
た
。

子
ど
も
の
虐
待
死
が
発
生
す
る
た
び
に
緊
急
対
策
や
再
発
防
止
の
取
り
組
み
が
議
論
に
な
り
、
先
月
二
十
五
日
に
は
厚
生
労

働
省
が
児
童
虐
待
へ
の
対
応
強
化
の
た
め
、
児
童
福
祉
司
な
ど
の
専
門
職
を
現
在
の
四
千
三
百
十
人
か
ら
二
千
十
九
年
度
ま
で

に
千
百
二
十
人
増
や
す
「
児
童
相
談
所
強
化
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
た
。
専
門
職
の
増
員
や
警
察
と
の
連
携
強
化
、
一
時
保
護
所

の
環
境
改
善
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
一
定
の
評
価
を
し
た
い
。

一
方
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
予
防
の
た
め
の
対
策
強
化
に
対
し
て
、
死
因
究
明
の
シ
ス
テ
ム
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
虐
待

死
見
逃
し
の
可
能
性
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先
の
報
告
書
で
も
、
前
年
の
二
千
十
二
年
度
は
五
十
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
三
十
六
人
は
大
幅
に
減
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
わ
が
国
の
不
十
分
な
死
因
究
明
体
制
を
見
る
と
単
純
に
は
肯
定
で
き
な

い
。諸

外
国
で
は
、
「
予
防
で
き
る
子
ど
も
の
死
亡
」
を
な
く
す
た
め
に
、
子
ど
も
が
死
亡
し
た
場
合
に
そ
の
原
因
や
状
況
を
詳

一



細
に
検
討
し
て
対
策
に
つ
な
げ
る
た
め
の
「
チ
ャ
イ
ル
ド
・
デ
ス
・
レ
ビ
ュ
ー
」
制
度
を
活
用
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
虐

待
死
を
減
ら
す
に
は
潜
在
す
る
死
亡
把
握
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
子
ど
も
の
死
亡
全
体
の
把
握
と
検
証
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
が
、
わ
が
国
に
は
そ
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
収
集
し
分
析
す
る
機
関
は
い
ま
だ
存
在
し
な
い
。

従
っ
て
、
と
り
わ
け
子
ど
も
の
死
亡
に
対
す
る
公
的
な
死
因
究
明
制
度
の
早
期
の
創
設
を
求
め
、
以
下
質
問
す
る
。

一

死
因
究
明
等
推
進
計
画
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

一
）

過
去
、
ガ
ス
湯
沸
か
し
器
に
よ
る
中
毒
死
事
件
、
力
士
暴
行
事
件
な
ど
、
死
因
の
究
明
が
十
分
に
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
事
件
の
見
逃
し
が
社
会
問
題
化
し
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
二
千
十
二
年
九
月
に
施
行
さ
れ
た
「
死
因
究
明

等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
内
閣
府
に
置
か
れ
た
「
死
因
究
明
等
推
進
会
議
」
に
お
い
て
死
因
究
明
等
推
進

計
画
が
策
定
（
二
千
十
四
年
六
月
公
表
）
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
重
点
的
施
策
と
し
て
「
死
因
究
明
を
行
う
専
門
的
な
機

関
の
全
国
的
な
整
備
」
が
第
一
に
上
げ
ら
れ
、
政
府
に
お
い
て
関
係
省
庁
間
の
管
理
・
調
整
を
行
う
体
制
の
構
築
と
推

進
計
画
の
実
施
及
び
検
証
・
評
価
・
監
視
が
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
取
組
の
経
緯
と
現
状
に
つ
い
て
具
体
的

に
示
さ
れ
た
い
。

二
）

都
道
府
県
に
お
い
て
は
「
死
因
究
明
等
推
進
協
議
会
」
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、
直
近
の
設
置
・
活
用
状
況

二



に
つ
い
て
、
政
府
の
承
知
す
る
と
こ
ろ
を
都
道
府
県
ご
と
に
可
能
な
限
り
詳
し
く
示
さ
れ
た
い
。

二

死
因
究
明
の
た
め
の
解
剖
実
態
に
つ
い
て

一
）

刑
事
訴
訟
法
に
よ
る
司
法
解
剖
は
警
察
が
取
り
扱
う
死
体
の
う
ち
何
例
か
。
解
剖
に
付
さ
れ
た
実
数
と
割
合
を
年
次

ご
と
、
都
道
府
県
ご
と
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
解
剖
に
係
る
年
間
予
算
と
費
用
負
担
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

二
）

現
在
、
監
察
医
制
度
の
あ
る
自
治
体
は
ど
こ
か
。
ま
た
、
警
察
が
取
り
扱
う
死
体
の
う
ち
監
察
医
解
剖
に
付
さ
れ
た

実
数
と
割
合
を
年
次
ご
と
、
都
道
府
県
ご
と
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
解
剖
に
係
る
年
間
予
算
と
費
用
負
担
に
つ
い
て

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三
）

犯
罪
に
よ
る
死
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
場
合
で
も
、
死
因
究
明
や
身
元
確
認
は
警
察
署
長
の
義
務
と
さ
れ
、
裁
判
所

の
令
状
や
遺
族
の
承
諾
な
し
に
遺
体
の
解
剖
を
可
能
と
す
る
「
死
因
・
身
元
調
査
法
」
が
二
千
十
三
年
四
月
に
施
行
さ

れ
た
。
こ
の
「
新
法
解
剖
」
下
で
、
警
察
に
届
け
ら
れ
た
遺
体
の
う
ち
、
解
剖
に
付
さ
れ
た
実
績
を
年
次
ご
と
、
都
道

府
県
ご
と
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
解
剖
に
係
る
年
間
予
算
と
費
用
負
担
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四
）

「
新
法
解
剖
」
下
で
遺
体
を
解
剖
す
る
際
の
判
断
基
準
と
し
て
統
一
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
れ

三



ば
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
な
い
と
す
れ
ば
各
都
道
府
県
の
実
施
基
準
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
、
示
さ
れ
た

い
。

五
）

以
上
一
）
か
ら
四
）
を
踏
ま
え
、
死
因
究
明
の
た
め
の
解
剖
実
態
の
現
状
に
つ
い
て
、
政
府
の
認
識
と
今
後
の
取
り

組
み
方
針
を
示
さ
れ
た
い
。

三

子
ど
も
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
等
の
検
証
結
果
等
報
告
の
あ
り
方
に
つ
い
て

一
）

厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
児
童
虐
待
等
要
保
護
事
例
の
検
証
に
関
す
る
専
門
委
員
会
に
対
し
、
子
ど

も
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
等
の
検
証
結
果
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
二
千
十
五
年
十
月
に
報
告
さ
れ
た

第
十
一
次
報
告
（
対
象
期
間
二
千
十
三
年
四
月
〜
二
千
十
四
年
三
月
）
が
最
新
で
あ
る
。
心
中
以
外
の
死
亡
者
数
は
第

一
次
報
告
か
ら
累
計
で
五
百
八
十
二
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
五
百
八
十
二
人
に
つ
い
て
解
剖
の
有
無
は
ど
う
か
。

ま
た
、
解
剖
は
病
理
解
剖
、
司
法
解
剖
、
監
察
医
解
剖
、
新
法
解
剖
の
い
ず
れ
か
、
実
数
と
割
合
を
示
さ
れ
た
い
。

二
）

言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
報
告
書
の
五
百
八
十
二
人
が
児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
の
す
べ
て
で
は
な
い
。
医
療
機
関

等
の
見
過
ご
し
に
よ
り
警
察
へ
の
通
報
が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
直
接
警
察
が
把
握
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
事

故
死
等
、
犯
罪
性
が
な
い
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
「
新
法
解
剖
」
下
に
お
い
て
も
解
剖
に
よ
る
死
亡
原
因
の
究
明
が
行
わ

四



れ
な
い
実
態
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
見
逃
し
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

四

す
べ
て
の
子
ど
も
の
虐
待
死
を
積
極
的
に
発
見
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て

一
）

二
千
九
年
改
正
の
臓
器
移
植
法
に
よ
り
小
児
の
脳
死
臓
器
移
植
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
被
虐
待
児
か
ら
の

臓
器
提
供
を
回
避
す
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
「
虐
待
を
受
け
た
児
童
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
事
項
」
が
新
設
さ

れ
、
臓
器
摘
出
医
療
機
関
に
虐
待
対
応
の
体
制
構
築
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、
虐
待
の
有
無
の
確
認
、
児
童
相
談
所
や
警

察
へ
の
通
報
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
以
来
、
六
歳
未
満
の
脳
死
判
定
は
六
例
目
、
十
五
歳
未

満
の
脳
死
判
定
は
十
二
例
目
で
あ
る
が
、
こ
の
す
べ
て
に
お
い
て
虐
待
の
有
無
を
ど
の
よ
う
に
判
定
し
た
の
か
、
そ
の

手
順
を
可
能
な
限
り
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

二
）

本
来
は
移
植
医
療
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
虐
待
死
を
積
極
的
に
発
見
す
る
シ
ス
テ
ム
を
全
医
療
機

関
に
構
築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
目
撃
可
能
性
の
あ
る
場
合
を
除
き
、
と
り

わ
け
家
庭
内
や
保
育
園
等
で
死
亡
し
た
事
故
の
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
解
剖
し
て
死
因
を
検
証
す
る
制
度
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

三
）

最
近
の
事
例
で
は
睡
眠
中
に
心
肺
停
止
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
生
後
二
か
月
の
乳
児
が
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
と
し
て
司

五



法
解
剖
に
付
さ
れ
た
結
果
、
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
Ｒ
Ｓ
ウ
ィ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
、
ダ
ブ
ル
感
染
し
た
た
め
に
急
激

に
状
態
が
悪
化
し
て
死
に
至
っ
た
た
め
と
判
明
し
た
。
当
時
は
Ｒ
Ｓ
感
染
症
の
流
行
の
兆
し
が
表
れ
始
め
た
時
期
で
、

こ
の
事
例
は
解
剖
に
よ
る
死
因
究
明
が
、
子
ど
も
の
事
故
死
、
病
死
な
ど
に
つ
い
て
も
死
因
を
検
証
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
す
る
こ
と
で
、
死
亡
に
繋
が
る
事
故
の
防
止
、
病
気
に
対
す
る
予
防
等
、
広
く
子
ど
も
の
健
康
と
安
全
増
進
の
た
め

に
有
益
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

各
地
域
の
法
医
学
教
室
、
変
死
体
な
ど
を
検
査
す
る
医
師
、
警
察
、
行
政
の
連
携
の
推
進
と
、
予
算
の
確
保
等
、
死

因
究
明
等
推
進
計
画
の
執
行
に
つ
い
て
、
早
急
に
政
府
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。

六


